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近 年造血 幹細 胞 の 分化増殖 は免疫学的機序 こ と に リ ン パ 球に よ っ て も調節され る こ とが 明らか に さ
れ て き た･ この よ う な リ ン パ 球の 造血 機構 へ 関与す る メ カ ニ ズ ム を明 らか に する た め, in vitr o免疫 グ ロ
ブリ ン 藤生 や リ ン パ 球混 合培養な どの 免疫反応 に 抑制的 に作用 す る こ と で 知 られ て い る C｡ n C a n a V alin A
(Co nA )誘導 s up pre ss o r cellの 造血 幹細胞 に 及 ぼす 影響 を検討し た.
C() nA 刺激細胞と骨髄単核細胞 を c o c ultu reし, 軟寒天 法に て c olo nyfo r ming u nitin culture(C F U･
C) a ss ay を行い以下 の結論を得た. Co nA 誘導 sup pr es s or c ell は C F U･C をdo sedepe ndent に抑制し, そ
の 抑制活性 は 10JLg/mlの Co nA で 48時間培養 した際 に最 も強 い 抑制が 認め られ た. こ の 抑制細胞 は Ⅹ.
ray (2000rad)感受 性の T細胞 で あ り, 抑制活性発 現 の た めに は hu m a nle uko cyte a ntige n(H L A) の
一 致 を必 要と しな い .
さ ら に 抑制活性 は液性因子 を介 し たも の で あり, C elトto-C ellの 接触 を必要とせ ず, マ ク ロ フ ァ ー ジは関
与して い な い . ま た エ ス テ ラ ー ゼ 2 重染色し た結果 か ら は, 顆粒球 コ ロ ニ ー , マ ク ロ フ ァ ー ジ コ ロ ニ ー を
同程度に 抑制し た
.
こ の 抑制活性 は O K T 3, O K T 8 と補体処理 に よ り解除さ れ る 一 方, O K T 4, O KIalで は解除され ず, 免
疫反 応 と同 様に O K T 3, O K T 8陽性細胞 が造血幹細胞に 対 して も sup pr essor cell と して 働 い て い る こ と
が確か め られ た. しか し なが ら, 両者が 全く 同一の サ ブ セ ッ ト に 属す るか どう か は不 明 で あ り, 今後検討
す べ き問題で あ る.
Key w ords Co n c an av alin A indu c ed sup press or c ells, C F U- C, M ono clonal
antibody.
造血 幹細 胞 に 関する研究 はiIl Vitr o コ ロ ニ ー 法 に よ
る定遺的測 定 法 の 確立 に よ り ,近 年 著 し い 進歩 をと げ,
鞘巨性幹細胞Ⅰト 4)だ けで な く, 人 の 多能性幹細胞 と考
えられ る mix ed c olo nyfor ming u nit ( C F U･ mix)
5) 6)
の 測定も 可能に な っ て い る
.
す で に , 再生不 良性貧血
( 以下再不貫と略 す) な どの 種々 の 造血 異常 を示 す疾
患で は, それ ぞ れ の 病態が造血幹細胞 レ ベ ル で 把握 で
きるよ う に な っ てき て い る . さ ら に , 造血 幹細胞の 分
化増殖に お ける調節機構 も詳細 に 調 べ ら れ て お り, 最
近で は そ の 調 節機構に 免疫学的機序も関与 しう る こと
が 明 ら か に さ れ つ つ あ り, 造血 調節機構 に お け る,
regulatory c ell と して の リ ン パ 球の 役割が 注目さ れ
て い る . た と えば , -一 郎の 再不 貧患者に お い て, 造血
幹細胞 を抑制す る リ ン パ 球の 存在 する こ とが 明 らか に
さ れ て き た. Kaga nら
7)に よ れ ば, 再不貫患者骨髄の 顆
粒球¶マ ク ロ フ ァ ー ジ系幹細胞で あ る c olony fo r ming
ullitin c ultu r e( 以下 C F uc と略す) が抗 リ ン パ 球血
清で 処 理 す ると 対照 に 比較 して コ ロ ニ ー 形成が と昇す
る こ と, 患者骨髄 か ら リ ン パ 球 を除去す る と コ ロ ニ ー
形成が.卜昇 す る こ と, お よび 患者骨髄細胞と 正常人 骨
Effe cts of Activ ated Lym pho cytes o nHe m atopoietic Ste m Cells･
岬 Sup pression of
Granulo cyte- M acrophage Progenitor Cells by Co nc an avalin A Induced Sup press orT Cels.
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髄細胞 を混 合培嚢す る と正 常人 骨 髄の C F U
-C が 減 少
す る こ と を報告した. Hoげm a nら
8)も再不貧患者末梢
血 リ ン パ 球 が 正 常人 骨髄 の 赤芽球系幹細胞 で あ る
e rythr oidc olonyfo r ming u n
it (以 下 C F U-Eと 略す)
の 形成 を抑制 す る こ と を 報告 し て い る . さ ら に ,
Am a r eら9)は再不貧 6例中1例 に お い て 患 者骨髄中
に 自己 お よ び正 常人 骨髄 C F U-C を抑制す る T リン
パ
球を見出して い る . 以 上 の 報告の 他 に も, 再不 貧患者
末梢血リ ン パ球が造血 幹細胞 を抑制す る とい う成績が
相次い で 報告され て い る
1 0)I l)
. ま た 再不幸 に 対し て骨
髄移植 を行 っ た が, 前処置と して の 免疫抑制剤や抗リ
ン パ 球血 清使用後, 移植骨髄で な く自 己骨髄 の 回復が




に おい て, その 回復機序は免疫抑制に よ る造血抑制性
リ ン パ球の 除去が 考え られ , 移植骨髄 を使用 しな い 免
疫抑制剤の 単独療法が再不責の 一 拍療法と して 確立さ




Ⅰ7)に よれ ば, 20例の
再不 貧患者の う ち 10例に 骨髄 リ ン パ 球 が C F U-C を抑
制 す る こ と を認 め, 10例全部が抗 リ ン パ 球 グ ロ ブ リ
ン , a nti-1ympho cyte globulin (以下 A LG と略す),
m ethyl-prednis olo n eな どの 免疫抑制療法 に て寛解 し
た こ と を報告 して い る . Eu r ope a ngro up
1 8)に よれ ば ,
170例 の 重症再不貧 に 対 して免疫抑制療法が実施さ れ
た結果, 1 年生存率62.7%と い う 好成績が得 られ たと
い う .
さ らに モ ノ ク ー ナ ル 抗体な どの 新 しい 免疫学的方法
を導入 す る こ と に よ り, 造血幹細胞 と リ ン パ 球 と の 相
互 の 関連 が解明 さ れ る よ う に な っ て き た. To r ok
-
Sto rb ら1 9)は, 正 常人 末梢血単核球 をモ ノ ク ロ
ー ナ ル
抗体 で処理 乳 赤芽球 バ ー ス ト形成細胞, e rythr oid
bu r stfo rming u nit (以 下 B F U- Eと略す) の測定 を行
い , 処理後 に コ ロ ニ ー 形成能が 上 昇 した り, 減少 した
り する こ と を認 め, 末梢血 リ ン パ 球 中に B FU-E に 対
して促進的, ある い は抑制的に 働く 2 つ の リ ン パ 球 サ
ブセ ッ トが 存在 する こ と を示唆 す る成績 を報告 して い
る .
本研究で は造血幹細胞 に 対 して 調節的作用 を有す る
リ ン パ球の 性質と, その メ カ ニ ズム を明 らか に す るた
め , SuP pre SS O rT c ell を誘導す る こ と で知 られ て い る
c ｡ n C a n a V alin A (以下 Co n A と略す) 2 D)に よ っ て癌
性化さ れ た リ ン パ 球の C F U-C に お よ ぽす 影響 を検討
し, 興味 ある成績を得た の で 報告す る.
材料お よ び方 法
Ⅰ . 末梢血 単核球, pe riphe r al blo od m o n o u nclea r
c ell(以 下 P B M N Cと略す) と T細胞の 分 離
健 康成 人 か ら 得 た へ パ t｣ ン 加 静脈血 を Fic o11一
南
Hypaqu e比 重遠心 法 に よ っ て 分離 し, ペ ニ シ リ ン G
lOO U /ml, ス ト レ プ ト マ イ シ ン 100J∠g/ml を含 む
R P M I-1640培 養 液 (GI BC O) で 3 回洗 浄 し て,
P B M N C を得た.
T細胞の 分離 は ノ イ ラ ミ ダ ー ゼ (Behring, Lot No.
253007 B) 処理羊赤血球 ( 以下 S R B C と略す) と前述
の方法 で得 ら れ た P B M N C を非働化牛胎児血 鳳
fetal c alf s e r u m( 以下 F CS と 略 す) ( Flo w
labor ato ry, Lot No. 70330) を含む R P M I
-1640培養
液 に そ れ ぞれ 1 × 10りml と 5× 10
6/mlの 濃度 に 調整
し, それ ぞ れ等量 を混合 し,20 g, 5分間遠心後, 4
0
C,
60分以上 静置 した . そ の 後 pellet を静か に 再浮遊さ
せ, Fic oll- Hy paqu eに 静 か に 重 層した . 400g, 30分
遠心後, 境界 に バ ン ド を形成 し た ロ ゼ ッ ト非形成細胞
を採取 し, 3 回洗浄 して こ れ を n o n-T 細胞と した .
一
方採取 し た ロ ゼ ッ ト 形 成細胞 を 含 む pelletは tris･
N H｡Cl buffe rで 溶血さ せ, 3 回 洗浄 して こ れ をT細胞
と した. こ の よ う に して 得られ た T細胞 に は E ロ ゼ ッ
ト形成細胞が 90%以 上 含ま れ て お り , ペ ル オ キシ ダ
ー
ゼ陽性細胞 の 混入 率は 1 %以 下で あ っ た .
Ⅰ . Co nA 刺激細胞及 び培養上 清の 作製
p B M N C また は T細胞, n O n-T 細胞 を 15%F CS加
R PM I.1640培養液 に 1 ×10
6/ml と な る よ うに 調整
し, こ れ に 10 FLg/mlの 至適 濃度 (後述) の Co nA
(Sigm a, Lot No ,71F-7190)を添加し て , 37
0
C, 5%
C O2の 条件で 48時間培養 した. 培養後遠心 に よ り培養
上清 を採取 し, ･ - 20
O
Cに て 凍結保存 し て お い た . Pellet
は 3 回洗浄 して , Co nA 刺激細胞 を得た. 0.25%トリ バ
ン プ ル ー を用 い た 色素排泄試験 に よ っ て viable c eIl
を算定 した結果, こ の Co n A 刺激細胞 の Viability は
95%以 上 で あ っ た .
ⅠⅠⅠ . 骨髄単核細胞, bo n e m a r r ow m o m o n u Clea r
c ell(以 下 B 加川腋N C と略す) の 分 離
健康成人 ま た は鉄欠乏性貧血 な ど正 常 な C F U-C形
成 を示 す 患者 か ら採取し た ヘ パ リ ン 加骨髄穿刺液よ り
B MM N Cを Fic o11- Hy paqu e比 重 遠 心 法 に よ っ て 分
離 し, ペ ニ シ リ ン GlO U/ml, ス ト レ プ ト マ イ シ ン 100
JLg/ml加 M cCoy5A 培養液 (FIo w) で 3回 洗浄して
実験 に 用 い た .
一 郎の 実験 で は, dim ethyl sulfoxide (D M S O) を
用 い て凍結保存し て お い た BM M N C を使用 し た
21'
･
マ ク ロ フ ァ w ジ ( M β) を除 い た非付着性骨髄単核
細胞 (n o n adher e nt B M M N C) を使用す る場 合は,
B M M N C を 10 % F C S加 M cCoy 5A 培 養液 で 5 ×
106/mlの 濃 度 に 調 整 し, 60m m プ ラ ス テ ィ ッ ク
シ ャ ー レ (Falc o n# 3030) に 入れ , 37
0
C, 5%CO2で












Co n A 誘 導 S up preSSOr T c ellに よ る CFU-C の 抑制
ま た B M M NC と SRBC を4()%FCS加 M cCoy 5A
培養液 で , そ れ ぞ れ 5 × 10
6
′
/nl と1 × 108/
′
mI の濃度
に調整 し, Ⅰ と 同様の 方 法に よ り, ロ ゼ ッ ト非形成細
胞を採取し ∴う回 洗 浄し て T細胞除去骨髄単核細胞(T
ceu-depleted B M M N C ) を得た. こ う し て 得られ た T
celトdepleted B M M N C中の T細胞混 入 率は 10%以下
で あ っ た .
ⅠⅤ . 骨髄細胞の 軟寒天培養法
Pike & Robin son2 2)の 2 重寒天 法に 準じ て C F U･C
ass ay を行 っ た . ま ず下 層と し て , 末栂血 白血球 1 ×
106個 を寒天 0 .5 %含む 15%F CS加 McCoy 5A 培養滴
1 1111 に加 え て , 35Ilnl の プ ラ ス テ ィ ッ ク シ ャ ー レ
(Falc o n# 301 ) に 入 れ ゲ ル 化 さ せ る. 上 層と し て
B M M N Cの 場合 では 1 ×1O5個, n O n adhe re nt, T c ell･
depleted B M M N Cの 場 合0.5× 105偶に , Con A 刺激
細胞, あ る い は培養上 浦 を適当な濃度に 添加 し, こ れ
に寒天 を0･3% 含む 15%F C S加 M cCoy 5A 培養液を
加えて, 総量 1 ml を下 層の feederlayer に 重 層 した.
37
0
C, 5%C O2に て 1 0～ 12 日間培養後, 倒 立 顛徴鏡
(01impu s, M odel CK) に て 40個以 上 の 細胞か ら な
る もの を コ ロ ニ ー と し て 算定 した. 成績 は, Co nA 刺
激細胞 も培養上帝もカロえ ず に B M M N C単独で 培養し
たも の を c o ntrol と して , %controlで 示 し た. なお , 一
部の 実験 で は 人 胎盤培養上 宿, hu m a n pla c ental
C Ondit o n m ediu m ( 以 下H P C Mと 略す) 2 3)を用 い た
単層法で C F U-C aS S ay を行 っ た .
Ⅴ . 抗体 処理
抗体処 理 に は A L G(Anti-hu m a nlym pho cyte
globulin, Ho e chst), 末梢血 丁 細胞 に 対 す る モ ノ ク
ロ ー ナル 抗体 TlOl (U C L A Dr. Gale よ り 供与) 24),
OK T 3, O K T4, O K T 8, O KIal ( Ortho Diagn o stic
Syste m s)
25)を使用 した . AL G, TlOl は 100倍稀釈液
0･2 mlに , そ の 他 は原 液 10/J=こ 1 × 10
7/ml濃 度 の
Co nA 刺激細胞 を0.2 ml加 えて , 0 ～ 4
O
C, 30 分間
in c ubate し た
.
In c ubatio n終 了後培養液で 1 回 洗 浄
し, 上清0 .5 ml を残 して再浮遊さ せ , こ れ に 3倍稀釈
の ウ サ ギ乾燥 補体 (Behring, Lot No. 0 29959A )0 .5
mlを加 えて , 37
O
C, 30～ 4 5分 間in c ubate した . 1 回
洗浄後細胞数 を再調整せ ず に , 処理 前の 細胞液度と し
て再浮 遊させ c o cultu r eに 使用 し た. 抗体処理 がう ま
く行われ た か どう か を確認 する た め に , 処理 細胞の【一
部を採取 し0.2 5% トリ バ ン プ ル ー を用 い た 色素排泄
試験に よ り viability を算定し た.
ⅤⅠ. ×練絹 射
Co n A 刺激細胞 を 10 mlの 培養液に て 再浮遊さ せ,
Ⅹ線照 射装置 (東芝 K X C-18)を用 い て 168.2r ad/ 分,
12分間, 計 2000r ad照射後, 実験に 使用 した.
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VII. エ ス テ ラ ー ゼ 染色
染色 は Ko n w alinka ら の 方法26) 27)に よ っ て 行 っ た .
まず 上 層の 軟寒天 を ス ライ ドガ ラ ス上 に 取 りだ し, ろ
紙 をか ぶ せ て , ド ライ ヤ ー に て 乾燥させ た. 緩衝 ホ ル
マ リ ンーアセ ト ン液 に て 固定後, 水洗, 乾燥さ せ た.
α-n aphthyl butyr ate を用 い た非特異的 エ ス テラ ー ゼ
染色の 後, n aphthoI AS-D chloro- a C etate を用 い た ク
ロ ロ ア セ テ ー ト エ ス テラ ー ゼ染色を行 っ た . 水洗, 乾
燥 後鏡検 し て , コ ロ ニ ー の 分 類を行 っ た .
VIU. 統計学的検討
丁検定を用 い て 平均値の 有意差検定を行い p <0.05
の 時を有意差 あり と判定し た
成 績
Ⅰ
. Co n A 刺激 細胞の 至適培養条件
Co n A 刺激細胞作製 の 際に 添加する Co n A の 至過



















0 2･5 5･0 1 0･ 2 0･O H g/ml
Con c e ntr atio n of ⊂0 n A
Fig. 1. An optim al c o n ce ntr atio n of Co n ca n a v alin
A(Co nA)fortheindu cti()n Ofc olo nyfo rmingu nit
in c ultu r e(C F U･C)/s up pr es o r c ells. Pe riphe r al
blood m ono n u cle a r c ells(PBM N C)w ereinc ubat･
edfor 48hrs with variotlS C O nC e ntration of Co nA .
After in c ubatio n, Co nA stim ulated c els w ere
n o r m al bo n e m a r r o w m o n o n u cle a r c e11s
(B M M N C)at a l : 1 r atio ju st prio rto C F U･C
a ss ays. Ea ch point represents the m e a n±
sta nda rd de viatio n(S D)of%c o ntr oI C F U- Cin 5
e xperim e nts. Co ntr oI C F U-C W e re Obtain ed
whe nB M M N Cw e r e cult r ed witho utadditio n of
Co nA-Stim ulated P B M N C.
* ** p<0.005
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中に P B M N C を1 × 10
6/mlに 調整 し, こ れ に 0,2･5,
5.0, 10.0, 20, 叫 g/mlの Con A をそ れ ぞ れ 加 え,
37
0
C, 5%C O2の 条件で 48時間培養した . 培養後得 ら
れ た Co nA 刺激細胞1 ×105偶 に B M M N Cl XlO
5個
を加え て C O C ultu r eした . 図 1 に示 すよ う に Co nA lO
捕/皿1 で 66.7±10･7%と最も コ ロ ニ
ー 形成 が少な く ,
0.25〟g/ml の Con A で刺激 し た場合に 比 べ , 有意の
羞 (p<0鵬) が認め られ た が, 他の 濃度 とは有意羞 は
認め られ な か っ た . し た が っ て 10捕/ml が 至適濃度
と考えら れ たの で , 以下の 実験 に は Con A lOJJg/ml
で 刺激 して 得 られ た P B M N C を使用 した.
つ ぎに , Co nA 刺激細胞作製の た め の 至適培養時間
を決定する た め に , 以下の 実験 を行っ た . 同
一 人 よ り
96, 72, 48, 24時間前 に 採血 し て得た P B M N Cに 10
鵬/mlの Co nA を加 え, 96, 72, 略 24時間培養 し
た. 培養後そ れ ぞれ の Co nA 刺激細胞 を同時 に 採取し
1 ×105個 に , B M M N C を1 ×10
5個ず つ 加 えて c o c ul･
tn reした . そ の 結果 は図 2に 示 す よ う に 48時間培養
で 54.6±15.8%と最 も コ ロ ニ ー 形成が少 なか っ た . し
か し 24,72時間培養と の 間七抑制率に 有意差は み られ
な か っ た . そ こ で有意羞 はな か っ た が , 以下の 実験で


















⊂0 ∩†ro1 2ん ん 8 7 2 9 6 hrs
Cu=u re ･= m e sfor Co nA a ⊂tivatio n
Fig. 2. An Optim al du r ation for ConA a ctiv at-
io n. A fterin c ubatio n of P B M N Cwith lOFLg/ml
of Co nA for vario u sle ngth of tim e. Co nA･
stim ulated cells w e re added to n o r m al B M M N C
at a l : 1 r atioju stprio rto C F U-C a S S ayS. Ea ch
pointrepr e se ntsthe m e a n±SD of%c o ntr oI C F U-
Cin 4 e xperim e nts.
* p<0.05
ⅠⅠ
. Pr eim c ubatbo nの 影響
Co n A 刺激細胞 と B M M N C を それ ぞ れ 2×105/
ml と な る ように 15%F C S加 McCoy 5A 培養液で 調
整 し, 37
O
C, 5%C O2の 条件下 で 2時間の pr ein c uba･
tio n を行 っ た後, Co nA 刺激細胞 と B M M N C がそれ
ぞ れ に 1 × 105個 (1 ml) と なる よ う に 0.3%寒天,
15%F C S を加 えた M cCoy 5 A培養液 に 浮遊 さ せ ,
C F U･ C a SS ay を行 っ た . Pr ein c ubation を行 わ ず に
C F U- C a S Say を行 っ た場 合 に比 べ て pr ein c ubation が
C F U- C 抑制率に 影響 を及 ぼ す か どう か 検討 し た もの
が 図3 で あ る. C F U-C 形成は prein c ubatio nを行 っ た
場合72.3±10.1%, 行わ な か っ た場合 74.2士9.4%と
な り両者 に 全 く 羞 を認 め ず, し た が っ て prein cuba･
tio nは C F U-C 形成 の 抑制 に 影響 しな い こ と が 明 ら か
に な っ た の で , 以下 の 実験で は pr ein cubatio nを行わ
ずに C O C ulture に よ る検討を行 っ た .
ⅠⅠ . Co nA 刺激 細胞 の 影響
B M M N Cl XlO5個に , Co nA 刺激細胞と , 非刺激
細胞 を, それ ぞ れ 0, 0.5, 1.0, 2.0, 4 .0×105個加え
て c o c ultu reを行 っ た . その 結果 は図 4 に示 さ れ るよ
う に , Co nA 非刺激細胞 を加 えた場合 の C F U-C 形成
















w =ho ut w i t h
Pr ein cu batio n pr ein ⊂ubatio n
Fig. 3. Effe cts of 2 hrs･Preinc ubatio n of B M M N C
with Co nA -a Ctiv ated P B M N Co nC F U･ C S up Pr eS･
sio n. BM M N Cw e r ein c ubated with u n stim ulat･
ed(ope n c olu m n s) a nd Co nA ･a Ctiv ated (Shaded
c oltl m n S) c ells fo r2 hrsbefore CFU- C a SS ayS･
Ea ch c olu m n repre s ents the m ea n±S D(〕f %











Co n A 誘 導 S up pr eS S OrT c ellに よ る C F U-C の 抑制
0.5 l , 0 2.0 4, O xlO5/mt
Do s e o† C e = s
Fig. 4. Do s e-depe nde nt s uppr e ssio n of C F U
-C by
Co nA -a Ctiv atedc ells. B M M N Cw e re co c ultu red
with v a rio u s n u mbe r of u n stim ulated (ope n
c olu m n s) a nd Co nA -a Ctiv ated(shaded c olu m n s)
c ells. Ea ch v alu e r epre s entsthe m e a n± S Dof%
C O ntr OI C F U-Cin 7 e xperim e nts.



















AutoLogous A Llogen e[c
Fig. 5. Efe cts of a utologo us o r alloge neic
P B M N Ca ctiv ated with Co nA o n C F UTC . Ea ch
V alu e r epr es e ntsthe m e a n±S Dof% c o ntr oI C F U,
Cin 5 e xperim e nts.
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ら れ た. 一 方 , Co nA 刺激細胞添加で は0.5×105個以 上
の 添加で 有意な抑制が認 め られ, そ れは do s e･depe nd-
entで あ っ た .
さ ら に , 添加す る Co n A 刺激細胞が骨髄提供者と
a utologous か , alloge n eic か に よ っ て 抑制率に 羞が あ
る か どう か を検討 した. その 結果, 図5 に 示さ れ る よ
う に 両者で抑制率 に有意 の 差を認 めなか っ た .
IV
. 培養上 清の 影響
Co n A 刺激細胞作製 の 際に 得 られ た培養上清 を5,
10, 20%の 各濃度添加 して, C F U･C a SS ay を行 っ た .
図 6に 示 す よう に Co n A 非刺激細胞の培養上清で は
contr ol と ほと ん ど差が な か っ た . Co n A 刺激細胞 の
培養上清で は do se-depe nden な抑制 を認め, 20% 添加
で C F U- C は 61 .3±4.5%に 減少 した
.
また 図に は 示 し
てな い が , 2 /ノg の Con A を直接 C F U･ C a SS ay に 加
えた場合は 94 .8±8.2%と co ntr ol と差が なか っ た .
つ ぎに , 培養上 清中に 含ま れる Co nA が B M M N C
中の T細胞 を活性化す る 可 能性が考 えら れ る の で,
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0/｡
⊂0nCe ntr a=0n O† Super n at nt
Fig. 6. Effects of s upe rn at ntsfr o mCo nA-Stim u･
1ated lympho cytes o nC F U-C . A fterin c ubatio n
of P B M N Cwitho ut (ope n c olu m n s) or with
(Shaded c olu m ns) of ConA for 48hrs c ultr ed
s uper nata nts w er e sa ve a ndtested fo rthe r eff
･
e唾 O n C F U-C . Va rio u s c o n c e ntr atio ns of the
S upe r n ata ntS W e re added to the a ss ay syste m s
for C F U- C. Ea chv alu e r epr e s entsthe m e a n土S D
of % c o ntr oI C F U-C in 5 e xperim ents.


















B MM N ⊂ も三等∴㌢
ed
Fig. 7. Efe cts of Tcells c o nta min ated in B M M N C
On C F U- C Sup pre SSio n. 13 M M N Co r T c ell
depleted B M M N Cw e re co c ultured with super-
n ata nt fr o m Co nA a ctiv atio n. Ea ch v alu e
r epre se ntsthe m e a n±S Dof% c o ntr oI C F U- Cin 4

















d o ub le sin gle
Fig.8. Co mparis o n of do uble a nd single layer
m ethod in the s up pre ssio n of C F U･ C by ConA-
a ctiv ated lym pho cytes. C FU･ C a S SayS fo r
C O Cultu r e studie sw ere sepa r atelydo n ebydo uble
layer m ethod of Pike & Robin s o n o r singlelayer
m ethod ofu sing a s a c ol ny stim ulating fa cto r
(CS F) s o u r c e of hu m a npla c e ntal c o nditio n ed
m ediu m (H P C M). Ea ch v alu e repr e se nts the
m e a n±SD of% c o ntroI C F U･ Cin 7e xpe rim ents.
B M M N Cを用 い て , 培養上 宿の 影 響 をみ た . 図 7 はそ
の 結果 を 示 し たも の で T細胞 を除去す る こ と に よ っ て
抑制率に 有意の 差 は 認め られ な か っ た .
Ⅴ . 単層法 と 2 重寒天 法 に よ る比 較
Co n A 刺激細胞 と B M M N C を それ ぞ れ1 ×105個
ず つ 加 え て , H P C Mを 用 い た 単 層 法 に て C F U･C
as s ay を行 っ た . 図8 に 2 垂寒天 法に よ っ て行 っ た結
果 との 比 較を 示 した . 単層法で は 64,4±4 .2%, 2重寒
天 法で は 68 .6±8.2% で 両者に 有意差 は み らjLなか っ
た
.
VI . 抗 体処理 と X線処理 の 影響
ま ず, Co n A 刺激細胞 を A L G, TlOl m o n o clo n al
抗 体 と 補体 に よ る 処 理 を 行 っ た 後 B M M N C との
c o c ulture を行 っ た . つ ぎに , Con A 刺激細胞の 放射
線感受性 を み る た め に 2000r ad の Ⅹ線 照 射 の 影響を
検討 した . そ の 結果 は 図9 に 示 す よう に 無処理 の 場合
と補体の み で 処理 した場合 は, C F U-C の 形成 は それぞ
れ 71 .9±11.1%, 72.8±7.6%と コ ロ ニ ー 形成 の 抑制
を認 め たが , A L G ま た はTlOlと補体 に よ る抗体処理
で は 94 .9±6.3%,97.1 ±1 1.6%, Ⅹ線照 射で は 97.1 ±
6.5%と い ずれ も コ ロ ニ ー 形成は コ ン ト ロ ー ル 近 く に
























Fig. 9. E ffe cts ofpretr e atm ents of Co nA -a Ctivated
C e11s with a ntilym pho cyte globulin (A LG)or
radiatio n o nCF U･ C S up pre SSio n. Co nA -a Ctiv at-
ed c e11s w er etr e ated with A L Gor T lOl a nd
rabbit c o mple m e nt, a nd 2000rad of X-r ay r adia･
tio nbefo rethe c o c ultu r e s with B M M N C. Each
v alu e r epre s entsthe m e a n±S Dof%c o ntroI CF U
･

























n o nT T ric h
Fig.1 0. Effects of Co nA･ a Ctiv ated T o r n o n- T
C ells o nC F U･ C S up pre SSio n. Open colu m nsindi-
C ate u n Stim ulated a nd shaded c olu m n sindic ate
Co nA- a Ctiv ated c ells. Ea ch v alu e r epre s entsthe



















u n†r a こtio n . n o n-
ated ddhe r e nt
B M MNC B MM N C
Fig･ 11. Effe cts
.
of m a c r ophage in B M M NC o n
C F U-C Sup pr e Sio n. A d herent c ell-depleted
B M M N Cw e re c o c ultu r ed with Co nA ,a(､tiv ated T
Cels. Ea ch v alu e r epre s ents the m e a n±S Dof%
C O ntrOl in 7 e xperim e nts.
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ⅤⅠ . Co n A 刺激丁 細胞, n O n- T細胞の 影響
既 に 述 べ た 方法 で T細胞, n O n-T 細胞に 分離し, そ
れ ぞ れ Co n A 刺激細胞 を作製 し, B M M N C との
c o c ultu r eを行 っ た . 結果は図 1 0に 示 され る よう に ,
非刺激細胞 で は T細胞, n O n･T 細胞と も c o ntr ol と ほ
ぼ 同程度の C FU-C 形成が み ら れ , ま た Co n A 刺 激
n o n-T 細胞で も 同様 で あ っ た∴ 一一 方, Co nA 刺激 丁細
胞 で は65.2±8.1%と コ ロ ニ ー 形 成 は 有意 の 低 下
(p<0.()05)を示 した .
Ⅴ臥 マ ク ロ フ ァ ー ジ 除去 に よ る 影響
Co nA 刺激丁細胞 を B M M N C(M gを含む), また
はM β
ノ
を除去し た n o n adhe re nt B M M N C と, それ ぞ
れ 1 ×105個 ず つ C O C ultu r eし た 結 果 を 図11 に示 し
た . B M M N C で は 64 .8± 5. 4%, nO n ad he r e nt
BM MNC で は 73.0±8.1%と, B M M N Cの ほ う が少
し強 い 抑制 をう ける傾向が み られ たが , 両者で 有意差
は み ら れ な か っ た
.
ⅠⅩ
. Co n A 刺 激 丁細胞の モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 処理
に よ る 影響
Co nA 刺激丁細胞 を O K T 3, O K T 4, OK T8, O K Ial
モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 並 び に 補 体 に て 処 理 し た 後,
B M M N Cl X lO5個 と処理 済 Co n A 刺激 丁細胞 を そ



















tr:ごこd ⊂ 写7 プ冒
Fig. 12. Effe ct ofpr etre atm e nts ofCo nA -a Ctiv ated
C ells with m o n o clo n al a ntibodie s o nC FU･C
S11P pr eS Sio n. Co nA -a Ctiv ated c ells w er etr e ated
with OKT 3, O K T 4, O K T 80 r O KIal a ntibody
a nd rabbit c o mple m e nt befor ethe c o c ult r es
with B M M NC. Each v alu e r epre s ents the
m e a n±S Dof %co ntroI CFU-C in 8 e xperim e nts.
* * *p<0.005
706
示 すよう に, 無処理 お よ び補体の み の 処理 で は 70･6±
8.5%, 68.9±10.7%と C F U-C 形成 に 対す る抑制が認
め られ た. こ れ に 対して O K T 3, O K T 8に よる 処 理 で
は C F U-C 形 成は 95.6±4 .3 %, 95.4 ±6.4%と control
と ほぼ向程度ま で 回復し, 抑制の 解除が 認め られ た .
一 方 , O K T4, OKIalに よ る 処 理 で は C F U
-C 形成 は
73.5±1 1.1%,69.1±8.0%と なり 抑制 の 解除は認 めら
れ なか っ た .
X
.
コ ロ ニ ー の エ ス テ ラ ー ゼ 2 重染色
Co n A 刺激細胞が頼粒球系幹細胞 を強く抑制するの
か , マ ク ロ フ ァ ー ジ系幹細胞 を強 く抑制す るの か どう
か をは っ き りさ せ るた め, C F U･ C a SS ay の 結果 で き た
コ ロ ニ ー を エ ス テ ラ ー ゼ 2重 染色 を施 して 検討 した .




ロ フ ァ ー ジ, m a C rOphage(以 下 M と略す) コ ロ ニ ー ,
G +M コ ロ ニ ー を別々 に 算定 し, それ ぞれ に で き た コ
ロ ニ ー 数の %c oIltrOl をか け 合わ せ た 結果 を図 13 に
示 し た. 何 も 加 え な い c o ntr ol では G コ ロ ニ ー が
42.7%,M コ ロ ニ ー が 45.1%, G + M コ ロ ニ ー が 5.7%
で あ っ た . Co n A 非刺激細胞の場合 と の C O Cultu r eの
場合, そ れ ぞれ 41.1%, 47.2%, 5.7% で あり, Co nA
刺激細胞 と の cocultu r eの 場 合, そ れ ぞ れ 29.2%,
34.4%, 5.1%で あっ た . したが っ て, Con A 刺激細
胞添加 に よ り G コ ロ ニ ー は 13.4%, M コ ロ ニ ー は

















c ontr ol u n - aCいv ated
Stim ulated
Fig.13. Ester a sedo uble staining of C F U
rc c olo ny･
Individu al c olo nie s w e r e stain ed with e ster a se
do uble stain ofα -n aphthylbutyr ate a ndn aphthoI
A SrD chlo r o a cetate . Gran ulo cyte (G), m a C r O-
phage (M , a nd mix ed (G+ M) c olo nie s w er e
co unted r e spe ctiv ely.
尚
と に な っ た が, G コ ロ ニ ー , M コ ロ ニ ー の 抑制率の 程
度 に 差 はみ られ なか っ た .
考 察
Co n A はin
.
vitr o免疫 グロ ブ リ ン 塵生 や リ ン パ 球
混合培養, mix ed le uko cyte cultu re(以 下 M L Cと略
す)の 系 で 抑制的 に 作用 す る s up pre s so r c ell を誘導す
るが2 0)28)29〉, 今回 の 検討 で CollA 刺激細胞 は顆 粒球 -
マ ク ロ フ ァ ー ジ系幹細胞 で ある C F U･C に 対 し て も抑
制的 に 作用 しう る こ と が明 らか と な っ た . この Co □A
誘 導 C F U･ C/s up pre s so r c ell は, 1)10FEg/mlの 濃度
の Co n A と 娼時間培嚢で 最も効率よ く誘導さ れる.
2) T細胞 の 性状を有 する . 3 )放射線感受性で ある.
4) 抑制細胞と被抑制細胞と の 間 で H L Aの･一 致 を必
要と しな い . 5 )抑制作用 に液性因 子 が 関与して い る
な どの 点 で , こ れ ま で に 報 告さ れ て き た . い わ ゆ る
Co n A 誘導 s up pr es s or c e11に 一 致 する 特徴 を有する
と い え る
20)
. さ ら に モ ノ ク ロ ナ
ー ル 抗体 に よ る 表面
マ ー カ ー の 検索で は, Co n A 誘導 C F U-C/sup press or
c ell が O K T 3, O K T8 陽性 で あ り, O K T4,O K Ial陰性
で あ っ た点 も従来の 報告 に-一 致 す る所 見 で あ る2 9)3 0)
Ia 抗 原に 関し て は , Co n A 誘導 CF U- C/s up pre sso r
c ell はIa 抗原 陰性細胞 で あ ると 考 えら れ る が, 48時
間の Con A 刺激 に て は T 細胞の Ia 抗原獲得率は 5
～ 10%程 こヾ しか な らな い の で31), Ia 抗原陰性細胞だけ
で な く Ia 抗原 陽 性細胞も抑制的に 働 い て い る 可能性
も 完全に は否定で き な い . す な わ ち, 抗Ia 抗体と補体
で 処理 して も, Ia 抗原陰性細胞が残存し て い て 抑制が
解除さ れ な い と い う 可能性で あ る. こ の 点 に 関し ては
さ ら に 今後の 検討が 必 要 で あ ろう .
造血 調 節機構 に 関与 しう る T細胞サ ブ セ ッ トの モ ノ
ク ロ ー ナ ル 抗体 に よ る検討は ま だ詳細 に なさ れ て い な
い が , 再不 貧患者に お い て O K T 3, OK T 8陽 性細胞が
自 己骨 髄細胞 の C F U-C を抑制 し て い る 例が 報告さ れ
て お り3
2)
, ま た O K T 3, O K T4陽 性細 胞 が 末 梢 血
B E U-1ミを促 進す る と い う報告 も あ る二i:i). 今回 の 検 討
結果 か ら , 造血 幹細胞 に 対 し て も O K T 8 がサ ブ■レ ツ
サ ー と し て 働く と 考えらj･′しる. モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体 な
どで み る限 り, 免疫反 応に 働 く サプ レ ツ サ ー と造血幹
細胞に 働 く サ プ レ ツ サ ー と は 同一--㍗【■ の サ ブ セ ッ ト に 屈
する と 考え られ る . し か しな が ら, 両者が全 く同一て
ふ た つ の 抑制作用 を発揮 しう る の か , あ る い は異 なる
s up pre ss o r c ellで あ るの か は 不明 で あ り , 今後検討す
べ き問題と 考え られ る .
造血 幹細胞抑制の メ カ ニ ズム は ま だ十分明 ら か にさ
れ て い な い が , 今回 の 検討で 抑制作 用 は マ ク ロ フ ア
~
ジ を介し た抑制で は なく , 液性因子 を 介し たも の と考
Co n A 誘 導 s up pr es s o rT c ellに よ る C FU-C の 抑制
え られ る . Co c ultu r eを行う 前に 骨 髄細胞 と Co nA 刺
激細胞と を pr ein c ubatio nして も抑制作用 に 変化は み
られ なか っ た こ と か ら , 細胞相互 の c elトto -C ell inter･
actio n が 抑制の た め に 必 須 と は考 え られ ず , 細胞相
互の 接触が お こ ら な い 軟寒天 培養の 状態で は, Col A
刺激細胞か ら抑制性液性因子 が放出さ れ て い る もの と
推測さ れ る. こ の よう な 液性国子 に よ る抑制 は培養上
浦添加の 結果 か ら も示 唆 さ れる. 培 養上 浦中に はわ ず
か に Co n A を含ん で い る た め , Co n A が骨髄中の T
細胞を刺 激した結果抑制し た可能性も あ る が, 2 つ の
理由で こ の 可 能性 は少な い と考え られ る . 第 1 に培養
上浦中に 含ま れ る C( )n A 濃度 と 等量 の Co n A を
C F U- C の a ss ay 系 に 直接加 え て も 有意の 抑制 は認 め
られ ず, 培養上 宿中 に 含まれ る Co nA 以外の 液性因子
が C F U-C を抑制し た と考え られ る
. 第 2 に骨髄細胞中
か ら T細胞 を除い た場合で も同様 の 抑制が認 めら れ,
ConA が骨髄中の T細胞 を刺激 した結果 , C F U- C 形成
を抑制し たの で は ない こ と が確認 され た ..
マ ク ロ フ ァ ー ジが Co n A 誘 導 supre ss o r cellに よ
る C F U･C 抑制 に 関与 しう る 可能性 は今回 の 検討 で 否
定され た. マ ク ロ フ ァ ー ジと造血 幹細胞と の 関連は こ
れま で 数多く の 報告が あ り, C F U-C に 対し て は少量 で
は促進的に 働き, 大 童 で は抑制的に 働く としユわれ て お
り
3 4)
, この 抑制はイ ン ドメ サ シ ン に よ っ て解除され , プ
ロ ス タ グラ ン ディ ン E を介 した抑制と考 え ら れ て い
る
35)
. ま た, この 際抑制さ れ るの は , C F U-C 中の マ ク
ロ フ ァ ー ジ コ ロ ニ ー で あ る と報告さ れ て い る3 6). マ ク
ロ フ ァ ー ジは 生体内に お い て n egativ e fe ed ba ck の
機能を有し てお り, CFU-C の 分化増殖に 重 要 で あ る.
この Co n A 誘導C F U-C/sup pr es so rc ellを ad her e nt
CeIlを除去 し た骨髄 に 加 えて c o c ultu r eした が , 抑制
率に 有意差 は認め られ ず, adherentc ell, す なわ ち マ
ク ロ フ ァ ー ジは 関与して い な い こと が 確認 され た.
Co nA 誘導s up press or c ellが C F U･ C の う ちG コ ロ
ニ ー
, M コ ロ ニ ー ど ち ら を 強く 抑制 す る か を エ ス テ
ラ ー ゼ2 重染色 で 検討し王結果で は, G コ ロ ニ ー , M
コ ロ ニ ー の 間 で 有意差 な く, どち らも 同程度の 抑制 で
あ っ た
. 前 に 述 べ た よ う に マ ク ロ フ ァ ー ジの 関与し た
抑制はM コ ロ ニ ー が 主 に 抑制さ れる3 6)∴ ･方 , VerIll a
ら3 7)は B C G刺 激 に よ る マ ク ロ フ ァ ー ジ の c oIony
Stim ulatingfacto r( 以 l
ご CS F と略す) 産 生に お い て ,
T細胞 は C S F 産生 を促進 する が, Con A 刺激丁細胞
は抑制的に 作用 し, その 結果 C S Fの 低下 に よ っ て G コ
ロ ニ ー が 主に 抑制さ れ る と い う成績 を報告 し て い る .
この 成績 はわ れ われ の 今 回の 成績と は 異なる が , その
原因は実験方法が 異 な る た め で ある . す なわ ち , → 方
は Co n A 刺激丁細胞の CS F産生 細胞 を介 した C F U-
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C に 対する 間接作用 で あ り, 他方は C F U-C に対 する 直
接作用 で あ る.
最近 , Podesta ら38)t) , 同様の 検 討を行 っ て お り,
Col A 誘導 s up pr ess o r c ell が C F U･C を抑制す る成績
を報告して い るが , わ れわ れの 結果 に 比 して 抑制の 程
度が強い よ う に 思わ れ る. この 差 の 原因は は っ き り し
なし ゝが , Co n A 誘導 s up pr e ss o r c ell作製の 培養条件
すな わ ち 使用 す る Con A 濃度が 50〟g/ml と多 い こ
と,培養時間が 18時間と短い こと な どの 適 い が あげ ら
メLる .
ま た Co n A 誘導 sup pre ss o r cell が赤芽球系幹細胞
で あ る B F U-Eや C F U-Eを抑制す る こ と も 報告さ れ て
い る39) 40)
. さ らに Co n A だ けで な く, phytohe m ag-
glutinin (P H A), pOke weed mitogen (P W M) な
どの mitoge n刺激や 同種抗原刺激 に よ っ て も C FU-C,
C F U･E, B FU- Eの 形 成を抑制す る細胞 が誘導さ れ る こ
とも報告さ れ て い る39)40)41)
再不 貧患者の 未栂血 に認 め られ る造血幹細胞抑制性
細胞と異 な り , こ れ ら正 常人 の 楯胞 は何 らか の 刺激を
受 け て は じ め て 抑制性細胞 が誘導さ れ る. し か し,




状態の 細胞 で も造血幹細胞 を抑制す る こ と
が 示さ れ て おり , 造血 調節機構 に 関与 する リ ン パ 球 に
は, 何ら か の 刺激をう けて活性化さ れる と抑制性作用
を示 す regulato ry c ell と活性化を特 に 必要とせ ず に
調節機能 を有す る リ ン パ 球と に 区別され る か も知れ な
い
. 本来, 生体内で 造血を調節 して い る の は後者 の リ
ン パ 球 と 考えら れ るが , こ れ らの リ ン パ 球 は何ら か の
刺激に よ っ て 生体内 で 既 に 活性化さ れ て い る可能性も
否 定で き な い . ま た, in vitr oで 誘導さ れ る抑制性紆
胞はin viv oで 調 節機能 を有して い る r egulato ry c ell
の 前駆細胞 と推測 する こ とも 可能で あ ろ う.
O K Tモ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 で み る 限り, 再不 貧患者
で 認 めら れ た s up pre s so r cel1
32)
, ConA 誘導 sup pres-





8 陽性 で , 同¶一 サ ブ セ ッ トに 属 する. しか し放射
線感受性 に 関 して は, われ わ れ は M L C誘導s up pr es-
SO r C ell が放射線 に r esista nt な こ と を見 い 出 して お
l)4 2), Co n A 誘導 sup pre ss o r c ell と は異 なり別の サ
ブ セ ッ ト と考 えら れ, 造血 調節性リ ンパ 球 に は い く つ
か の 異 な る s ubpopulatio n sが ある と 予想さ れ る. こ の
よう に, 生体内で は こ れ ら 種々 の リ ン パ 球 が造血 調節
機構の コ ン ト ロ ー ル をう けて , 幹細胞の 分化調節 に 関
与し て い るの で あ ろう と推測され る. し か しなが ら ,
この 造血 調 節機構 の 詳細 に つ い て は まだ不 明 な点も 多
く, 造血 異常を示 す種々 の 疾患の 病態 を明 らか に す る
た め に も, 今後 の さ ら に 詳細 な検討が 必 要で あ ろ う.
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結 論
造血幹細胞の 分化増殖機構 に 関与す るリ ン
パ 球の 性
質と, そ の メ カ ニ ズ ム を明 らか に する た め, Sup pre SS O r
T c ell を誘導す る こ と で 知ら れ て い る Co n A に よ っ
て活性化され たリ ン パ 球の CFU-C に 及 ぼ す 影 響 を検
討し, 以 下の 結論を得た.
1 . 10jLg/mlの 濃度の Co n A との 48時間培養 で
誘導さ れ る s uppre ss o r c el は C F U
-C をdo s edepend-
ent に抑制す る.
2 . 抑制活性は Ⅹ 線2000r ad 照射 に よ り 消失 し,
C｡ nA 誘導 C F U･C S up pre SOr C ell は放射線感受性で
あ る.
3 . 抑制細胞は E ロ ゼ ッ ト形成細胞分画 に存在す る
T紳胞で ある .
4 . O K Tモ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体 に よ る 表面 マ ー カ ー
の 検討で は, 抑制細胞 は O KT 3, O K T 8陽性 で あ り,
Ia 抗原陰性である.
5 . 抑制活性発現 の た め に は骨髄細胞 と Co n A 誘
導 sup pr ess o r cell との 間で H L Aの
d 致 を必 要 と し
な い
.
6 . 抑制 は prein c ubatio nに よ り影 響され ず, 抑制
細胞作 製時 に 得 られ た 培 養 上 浦 が C F U- C をdo se
depe nde nt に抑制す る こ とか ら, 抑制 は主 と して液性
因子 に よる も の と 考えられ る.
7 . 骨髄細胞か ら プ ラス テ ィ ッ ク シ ャ
ー レ 付着細胞
を除い て も抑制活性に 有意差は な く, 抑制 に は マ ク ロ
フ ァ ー ジは関与し てい な い も の と思わ れ る.
8 . コ ロ ニ ー 細胞 の エ ス テ ラ ー ゼ 2重染色で は, マ
クロ フ ァ ー ジコ ロ ニ ー , 額粒球 コ ロ ニ ー と も に 同程度の
抑制 をう け る こ とが 示 され た .
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A bstract
Recent wo rks s ugge st t hat the prolife r atio n a nd diffe r e ntiatio n of he m
atopoietic ste m cells
m ay be r egulated byim m u n e
- m ediated m e cha nis m s, e SPe Cially bylym phocyte s･ To clarify
the
role of lympho cyte sin the regulatio n ofgr a n ulo cyte
- m a C r OPhage pr oge nito r c ells, C Olo ny
fo r-
ming u nit in c ultu r e(C F U- C),1ym pho cyte a ctiv ated by c o n c a n a v alin A(Co n A)w e r e c o cul
tu r ed
in vitr o with bo n e m a rr o wm o n o n u cle a r c ellsin s e mis olidaga rfo rC F U
- C a S Say■
T he r esultob tained re v e aled that Co n A a ctiv ated lym pho cytes pr odu c ed a do s
e depe nde nt
s uppre s sion of CF U
- C
･
T he M a xim al sup pressio n w a s observed w he nlym pho cyte s w
ere stim u-
1ated with l Op g/ml of Co n A fo r4 8hr･ T he se s uppre s s or c ells w e r e r adio sen sitiv e a nd didn o
t
requireHL A- m atChing.
Fu rt her studie s sho wd t hat the s up pr essiv e a ctivity w a s m ediated
by hu m o r al fa cto rbut n ot
by eithe r m a cr ophage o r c ell
-tO - C ell inte r a ctio n with Co n A - a Ctiv ated ly mpho cyte s･ By este r as e
do uble staining of c olo nies. Co n A
- aCtiv ated c ells w e r efou nd to equ ally sup pr essbothgr a n u
lo-
cyte coIoniesand m a c r ophage c olo nie s■
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This sup pr e ssio n was abr ogated by pr etre atm e nt of Co nA
- aCtiv ated cells with O K T 30 r
O KT 8 m on o clo n al a ntibody a nd c o mple m e nt, but n ot with O K T 40 rO K Ial a ntibody. T he s e
obs e rv atio n s s ugge st that Co nA
rindu c ed C F U- C/s uppr e ss o rT c e11s a r eidentic al with those r egula-
tingl m mu n e r e SPO n S e･
